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40号

流 域 図
（比布川）

石
　
狩
　
川

川　布　比

比　 布　 川

蘭　留　川

比布川 優先整備区間L=0. 3㎞

蘭留川 優先整備区間

L=2. 5㎞

ハイシュベツ川

当面整備の予定のない区間

凡　　例

優 先 整 備 区 間

整 備 済 み 区 間

大 臣 管 理 区 間

流 　 域 　 界

法 　 区 　 間
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蘭留川合流点

蘭留橋

JR比布川橋梁

2号落差工

比布川 優先整備区間
L=0.3km

3号落差工

1号落差工

比布川

石狩川

比布ウッペツ川

蘭
留
川

突哨橋

比布ウッペツ川

石狩川合流点

宮崎橋

比布橋

1号落差工

2号落差工

3号落差工

4号落差工

共栄橋

村上橋

極楽橋

北五線橋

十号沢川

拓進橋

北栄橋

JR
宗
谷
本
線

国
道
40
号

KP10.0
KP10.0

KP9.0
KP9.0

KP8.0
KP8.0

KP7.0
KP7.0

KP6.0
KP6.0

KP5.0
KP5.0

KP4.0
KP4.0

KP3.0
KP3.0

KP2.0
KP2.0

KP1.0
KP1.0

KP0
KP0

0 500 2000m1000 1500

比布川 平面図

注）実施にあたっては、今後の測量結果等により、新たに工事が必要となる場合や内容が変更となる場合がある。

堤防整備済区間

凡　　例

堤防整備区間

河道掘削区間
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蘭留橋付近
（石狩川合流点より10.4㎞付近）

川幅　約30ｍ 3ｍ3ｍ

▽ 計画高水位

現況の河床を極力保全

1:2
.01:2.0

比布川横断図

0

4

6

2

0

2 3 41

縮尺（ｍ）

※標準断面図における形状についてはイメージを
示したもので、現地の状況等により横断形状が
変わることがある。

凡　例

現況地盤線

掘　　削

盛　　土
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凡　　例

堤防整備区間

河道掘削区間

蘭留川 平面図

注）実施にあたっては、今後の測量結果等により、新たに工事が必要となる場合や内容が変更となる場合がある。

蘭留川

比
布
川

0 500 1000m

旭
川
紋
別
自
動
車
道

国道40号

道央自動車道

JR宗谷本線

KP0KP0

KP0.2KP0.2 KP0.4KP0.4
KP0.6KP0.6

KP0.8KP0.8

KP1.0KP1.0

KP1.2KP1.2
KP1.4KP1.4

KP1.6KP1.6

KP1.8
KP2.0

KP2.2KP2.2 KP2.4KP2.4 KP2.6KP2.6

蘭留川 優先整備区間
L=2.5km

比布川合流点

無名橋

8線橋

水路橋

9線橋

10線橋

11線橋

無名橋
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凡　例

※標準断面図における形状についてはイメージを
示したもので、現地の状況等により横断形状が
変わることがある。

現況地盤線

掘　　削

盛　　土

蘭留川横断図

0

4

6

2

0

4 6 82

縮尺（ｍ）

みお筋の形成を期待

川幅　約35ｍ

▽

蘭留10線橋付近
（比布川合流点より2.2㎞付近）

3ｍ

川幅　約35ｍ

旭川紋別自動車道橋付近
（比布川合流点より0.8㎞付近）

計画高水位

3ｍ

1:
2.
0

1:
2.
0

1:2.0

1:2.0

1:4
.91:4.9

現況の河床を極力保全

▽ 計画高水位

1:
2.
01:2.0

1:4
.91:4.9
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国
道
452号

国
道
237号

辺  別  川

西
八
号
川

ポ
ン
川

十五号川　優先整備区間
L=0.7km

十五
号川

美
　
瑛
　
川

流 域 図
（十五号川）

凡　　例

優 先 整 備 区 間

大 臣 管 理 区 間

流 　 域 　 界

法 　 区 　 間

２ 条 ７ 号 区 間

S=1:25,000
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国
道
2
3
7
号

J
R
富
良
野
線

←
美
瑛
川

KP0.8 KP1.0 KP1.2

KP1.4

十五号川 優先整備区間
L=0.7km

市道橋市道橋市道橋市道橋市道橋市道橋市道橋市道橋市道橋市道橋市道橋市道橋
市道橋市道橋市道橋

2条7号区間終点2条7号区間終点2条7号区間終点

美瑛川合流点美瑛川合流点美瑛川合流点

千西第六号橋(JR富良野線)千西第六号橋(JR富良野線)千西第六号橋(JR富良野線)

七五三橋(国道237号)七五三橋(国道237号)七五三橋(国道237号)

2条7号区間始点2条7号区間始点2条7号区間始点

十五号川 平面図

凡　　例

堤防整備区間

河道掘削区間

市街地

注）実施にあたっては、今後の測量結果等により、新たに工事が必要となる場合や内容が変更となる場合がある。

※2条7号区間：指定区間のうち河川工事を国土交通大臣が行い、管理を知事が行う区間

0 50 100 150m
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1:2.0

1:2.01:2
.0

1:2
.0

1:2.0 1:2
.0

1:2
.0

市道橋付近
（美瑛川合流点より0.8㎞付近）

市道橋付近
（美瑛川合流点より1.2㎞付近）

十五号川横断図

4

6

2

0

S=1:400

S
=
1
:
4
0
0

縮尺（ｍ）

0 4 6 82

6ｍ6ｍ

4ｍ 4ｍ

凡　例

※標準断面図における形状についてはイメージを
示したもので、現地の状況等により横断形状が
変わることがある。

現況地盤線

掘　　削

盛　　土

みお筋を形成

みお筋を形成

川幅　約36ｍ

計画高水位

川幅　約22ｍ

計画高水位
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0 1 2 3 4 5 ㎞

S=1:150,000

流 域 図
（置杵牛川）

当面整備の予定のない区間

凡　　例

優 先 整 備 区 間

整 備 済 み 区 間

大 臣 管 理 区 間

流 　 域 　 界

法 　 区 　 間
辺別川

宇莫別川

美瑛川

置杵牛川優先整備区間
L=15.6km

水沢川
熊の沢川

砲台の沢川

置杵牛川

置杵牛川

ニ
タ

チ
パ

ウ
マ

ナ
イ

川

国
道
２
３
７
号
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置杵牛川　優先整備区間

L=15.6km

大北橋

深草川橋りょう(JR)

置杵橋

四線橋

五線橋

1号橋

諏訪橋

白滝橋

千田橋

大滝橋

堰堤橋

協瑛一号橋

美田橋

ニタチパウマナイ合流点

J
R

富
良
野
線

藤野橋

水の沢橋

国
道
2
3
7

号
線

ミヤキタ川

サ
イ
ト
ウ
川

ニタチパウマナイ川

KP2.0

KP3.0KP3.0
KP4.0

KP5.0KP5.0

KP6.0KP6.0
KP7.0KP7.0

KP8.0KP8.0 KP9.0KP9.0 KP10.0KP10.0

KP11.0KP11.0
KP12.0KP12.0

KP13.0KP13.0

KP14.0KP14.0

KP15.0KP15.0

置杵牛川

向上頭首工

精美頭首工

中央頭首工

水管橋

美瑛川

美
瑛
川

SP100SP1000

堤防整備済区間

凡　　例

堤防整備区間

河道掘削区間

市街地

置杵牛川  平面図

注）実施にあたっては、今後の測量結果等により、新たに工事が必要となる場合や内容が変更となる場合がある。

15000 500 1000 2000m
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大北橋付近

置杵牛川横断図

（美瑛川合流点より1.8㎞付近）

諏訪橋付近
（水沢川合流点より0.9㎞付近）

1：
2.01：

2.
0

凡　例

※標準断面図における形状についてはイメージを
示したもので、現地の状況等により横断形状が
変わることがある。

現況地盤線

掘　　削

盛　　土
0

2

3

1

0

5 10

縮尺（ｍ）

現況の河床・河岸を極力保全

現況の河床・河岸を極力保全

川幅　約35ｍ

川幅　約30ｍ 4ｍ

▽ 計画高水位

▽ 計画高水位
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イブンベウシ川 優先整備区間
L=6.3km
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.
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堤防整備済区間

凡　　例

堤防整備区間

河道掘削区間

注）実施にあたっては、今後の測量結果等により、新たに工事が必要となる場合や内容が変更となる場合がある。
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